
2500人参加 ~下水道フェスタ'99~

南部終末処理場供用開始前開放見学会
12月 1日に供用開始となる南部終末処理場で、 9月12日供用開始前開放見学会

が開催されました。

これは、最新の処理設備を備えたこの施設を「見て、下水道の必要性と役割を

知ってもらうとともに、下水道のしくみを理解してほしl¥J と市が開催したものO

青空が広がる中、処理場施設見学会、各種機器等の展示会のほか、屋台コーナ一、

本管落書き コーナ一、お楽しみコーナーが設けられたくさんの家族連れでにぎわ

いました。

12月にはこのほか、農業集落排水事業で八木沢地区、浦里地区が一部供用開始

になる予定です。市内各所で下水道管布設工事によるご迷惑をおかけしています

が、ご理解、ご協力をお願l¥しますO

市では、清潔で住みやすいまちづくりを進めるための下水道整備を重点的に進

めていますO
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-上田市役所(固⑫4100)

m' (国⑮4100)
-市政提言電話(固⑮2539)
-市政提言FAX(困⑮5111)。聞市長への電子メール
mayor@city.ueda.nagano.jp 

-インターネット上田市のホームページ

:T URL http://www州 ueda.nagano.jp/

-データ(9月 1日現在)

人口 122，672人(+37)
男 60，236人(+39) 

女 62，436人(-2) 

世帯 44，323 (+44) 

外国人登録者数 2，942人(+15) 

男 1，552人(-1) 

女 1，390人(+16) 



10月1日-10月31日都市緑化月間

緑あふれる
まちなみをつくろう
生け垣は、家の中から四季の緑が楽しめるだ

けでなく、道行く人びとの心をなごませ、美し

いまちづくりにつながります。すでに欧米では

「緑の共有」という考え方が定着しつつありま

す。つまり、通りを歩く人のことも考えて、庭

や生け垣の草木を植えようというわけです。

，....， rわたしだけの緑」から「みんなの緑」ヘ ~ 
こうした発想の転換が求められています。皆

さんもこれを機会に生け垣のよさを見直してみ

ませんか。あなたの気持ちひとつ

で、彩り豊かな美しいま

ちなみをつくること

ができます。

曾?わらげます

ふ、;?音件fJ行J、る釘
理的効果Jb;zd tZじさせ石心

空宇きれいにします

出します;J?????収し酸素を放
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公
道
に
面
し
た
敷
地
部
分
に
生
け
垣
を

5
m

以
上
設
置
し
た
場
合
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
(
上
限

5
万
円
)
。
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

0

・
問
い
合
わ
せ

景
観
建
築
課
(
固
⑫

5
4
3
0
)

h
F
緑
を
増
や
そ
う
/

生
け
垣
設
置
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
刊
年
度
都
市
緑
化
月
間
記
念
行
事

・
生
け
垣
見
本
展

マ
と
き
日
月

ω日
出
j
同
白
日
間

マ
場
所
上
田
城
跡
公
園
下
段
駐
車
場

マ
内
容
生
け
垣
見
本
の
展
示
、

生
け
垣
相
談

上
田
市
緑
化
業
協
会

マ
協
賛



定いつ出いのまちづく~"i 
最近、あちらこちらの街角にきれいな花壇を見かけます。私たちの目を楽しませ

てくれる花々は多くのボランティアの皆さんの手によって植えられたものです

• 
緑
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
、

-
街
路
樹
は
ま
ち
の
顔

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
塗
り
か
た
め
ら
れ
た

ま
ち
な
み
に
四
季
の
彩
り
を
そ
え
、
暑
い

日
ざ
し
に
緑
陰
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
街
路

樹
。
美
し
い
街
路
樹
の
あ
る
風
景
は
、
見

る
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
ま
ち
の
印
象
も

美
し
く
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
切
な
街
路
樹
は
た

い
て
い
狭
い
と
こ
ろ
に
植
え
ら
れ
、
排
気

ガ
ス
で
傷
め
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
を

て
い
し
て
わ
た
し
た
ち
に
心
地
よ
さ
を
与

え
て
く
れ
る
街
路
樹
の
こ
と
を
、
も
っ
と

考
え
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

街
路
樹
を
育
て
る
に
は
、
水
や
り
、
せ

ん
で
い
と
、
け
つ
こ
う
世
話
が
か
か
り
ま

す
。
落
ち
葉
の
処
理
と
か
、
信
号
機
や
電

線
障
害
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
問
題
を
か
か
え
た
街
路
樹
で
す
が
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
緑
豊
か
に
育
て
ま
し
ょ

う
。
街
路
樹
を
、
あ
な
た
の
庭
の
緑
の
続

き
と
考
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
・
・
。

ニ
、
ザ…rw

o
 

日

オ

す

こ

オ

で

ラ

弘

樹

立

ヨ

日

ヵ

チ

説

キ
パ
。
あ

ノ
シ
…
に

チ
プ
ラ
田

卜
コ
ク
上

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

-
公
園
は
ま
ち
の
オ
ア
シ
ス

ま
ち
を
歩
き
疲
れ
て
い
る
と
き
に
、
公

園
の
ベ
ン
チ
に
す
わ
り
緑
を
眺
め
る
と
ホ
ッ

と
し
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
や
子
ど
も
を
安

心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
体

を
動
か
し
て
汗
を
か
い
た
り
、
の
ん
び
り

と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
さ
に

公
園
は
ま
ち
の
オ
ア
シ
ス
で
す
。

公
園
に
は
い
ろ
い
ろ
な
看
板
が
あ
り
ま

す
。
「
あ
れ
は
だ
め
、
こ
れ
も
だ
め
」
と

い
ろ
い
ろ
書
い
で
あ
っ
て
、
い
や
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
?

け
れ
ど
公
園
は
み
ん
な
が
使
う
場
所
な

の
で
、
安
全
と
快
適
さ
を
保
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
清
掃
や
修
理
を
す
る

人
が
い
て
は
じ
め
て
公
園
が
維
持
さ
れ
る

の
で
す
。
公
園
の
中
で
は
、
公
園
に
や
さ

し
い
利
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

日①由8白CÐ~.お&;白』マ匂
「十」と「八」を組み合わせると

「木Jという文字になります。木の

おかげで快適で便利な生活をしてい

る私たち。この目、木に感謝し、緑

に思いをはせましょう O

-聞い合わせ

-花壇展

bとき 9月25日出'"'-'10月17日(日)

城跡公園・観光駐車場

・プランター展

bとき 9月25日仕)'"'-'10月17日(日)[>ところ 中心

市街地 [>内容 日ごろから育てているプランタ ーを

持ちより、まちを花で飾りましょう

・問い合わせ 市制施行80周年記念事業事務局

(企画課内・固⑫ 51 1 2) 

上田bところ

市制施行80周年記念事業『花いっぱいのまちづくり』
・絵手紙展

bとき ①10月3日(日)'"'-'同 7日(木)(城南公民館絵手

紙教室受講生と久保やすこさんの作品) ②10月12日

ω~同17日(日)(照井たかさん絵手紙サークルとしいの

み療護園絵手紙愛好家の作品) [>ところ 進和ビル

じ〉内容 花と自然をテーマにした絵手紙の展示

・フラワーハンギング展

bとき 9月25日出'"'-'10月17日(日)

通り、上田駅お城口広場など

中央bところ

11.10. 1 [3] 



参議院長野県選出議員補欠選挙
が行われます。

，i 

将
袋
窃
川
出

みんなで行こう明るい選挙

参
議
院
長
野
県
選
出
議
員
に
欠
員

が
生
じ
た
た
め
、
補
欠
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
大
切
な
権
利
を
放
棄
す
る

こ
と
な
く
、
み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ

v

つ。-
昭
和
弘
年
目
月
間
日
以
前
の
生
ま

れ
で
、
平
成
日
年
6
月

m日
以
前

か
ら
引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん
で

い
て
住
民
登
録
が
な
さ
れ
、
さ
ら

に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
た
。

-
平
成
日
年
6
月
打
日
以
後
に
上
田

市
か
ら
転
出
さ
れ
た
か
た
で
、
転

出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
田
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

か
た
。こ

の
場
合
、

投
票
で
き
る
場
所

は
、
転
出
前
の
住
所
地
で
登
録
さ

れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
投
票
所
で
す

0

・
平
成
日
年
6
月
初
日
以
後
に
上
回

市
に
転
入
さ
れ
た
か
た
で
、
転
入

前
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
市

町
村
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

マ
9
月
M
日
ま
で
に
転
居
の
届
け
出

を
さ
れ
た
か
た
は
、
新
し
い
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

マ
9
月
お
日
以
後
に
届
け
出
さ
れ
た

か
た
は
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、
郵
送
で
お

届
け
し
ま
す
。
発
送
日
は

9
月
初
日

の
予
定
で
す
。
入
場
券
は
、
は
が
き

l
枚
に
世
帯
単
位
の

4
名
連
記
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
一
人
ず
つ
切
り
離

し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や

紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
は
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
お

申
・し
出
く
だ
さ
い
。

昌
鵠

投
票
所
の
場
所
は
、
入
場
券
に
一
記

載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
確
認
の
う
え
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

[4] 11.10.1 

投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午

後
8
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
須
川
、

畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉
の
各

投
票
所
は
午
後
7
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
め
に
、
余
裕

を
も
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

-
投
票
の
書
き
か
た

白
書
式
投
票
で
す
か
ら
、
投
票

用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

-
自
分
で
書
け
な
い
か
た
は

手
の
不
自
由
な
か
た
や
字
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
代

理
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
遠

慮
な
く
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

-
目
の
不
自
由
な
か
た
は

点
字
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

夜8時までなら、

仕事の後で行ける。



ーー-ーー--，

投
票

τ
築
い

τい
ニ
ウ

不
在
者
投
票
を

と
利
用
く
固
た
さ
い

ー
不
在
者
投
票
も
午
後
8
時
ま
で
ー

投
票
日
に
、
仕
事
が
あ
っ
た
り
、
出
張
や
旅
行
な
ど
で
出
か
け
る
か
た
の

た
め
に
、
投
票
日
前
に
投
票
を
済
ま
せ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

-
投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
を
行

う
か
た

0

・
投
票
日
に
、
何
ら
か
の
用
務
の
た

め
に
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行
ま

た
は
滞
在
す
る
か
た
。

-
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
歩

く
こ
と
が
困
難
な
か
た
。

-

場

所

選
挙
管
理
委
員
会
室
(
市
役
所
南

庁
舎
5
階
)
、
塩
田
、
川
西
、

豊
殿

の
各
支
所

・
時
間

午
前

8
時
初
分
か
ら
午
後

8
時
ま

で
(
各
支
所
は
午
後

5
時
ま
で
)
。

-
期
間

9
月
初
日
閃
か
ら
日
月
日
日
出
ま

で

(各
支
所
は
日
日
術
ま
で
)

-
持
ち
物

入
場
券
(
届
い
て
い
る
場
合
)

障
害
者
手
帳
を
も
っ
て
い
て
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
に
は
、
在

宅
の
ま
ま
郵
便
に
よ
る
投
票
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

指
定
さ
れ
た
次
の
施
設
に
入
っ
て

い
る
か
た
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

噌
る
い
未
来

不在者投票ができるから、

お庖を休まなくてすむわ。

-
上
田
市
内
の
指
定
施
設

国
立
長
野
病
院
、
安
藤
病
院
、
千

曲
荘
病
院
、
上
田
病
院
、
小
林
脳
神

経
外
科
病
院
、
柳
沢
病
院
、
報
思
寮
、

長
寿
園
、
室
賀
の
里
、
上
田
し
い
の

み
園
、
し
い
の
み
療
護
園
、
御
所
苑
、

ほ
の
ぼ
の

滞
在
す
る
場
所
の
最
寄
り
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
も
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用

紙
を
請
求
し
、
そ
の
投
票
用
紙
を
持

参
し
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
(
固
⑧
5
4
3
8
)

紅
色

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
発

行
し
ま
す
。
自
治
会
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
全
世
帯
に
配
布
し
ま

す
が
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
理
由
で
郵
送
を
希
望

す
る
か
た
は
、

事
前
に
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
役
所
、
各
支
所
お
よ

び
市
内

6
公
民
館
等
に
も
備
え
て

あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

上
田
市
で
は
、
選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
を
市
内

3
9
4
か

所
に
設
置
し
ま
す
。

設
置
が
予
定
さ
れ
ま
す
お
宅
で

は
、
期
間
中
の
設
置
場
所
の
提
供

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

候
補
者
は
こ
の
掲
示
場
以
外
の

川
内
。

ω定
問い一一

今
年
は
、
選
挙
制
度

1
1
0
周

年
と
い
う
、
わ
が
国
の
政
治
・
選

挙
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
政
治
・
選
挙
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
常
に
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め

に
、
「
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
」

を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
内
容
明
る
く
、
き
れ
い
な

選
挙
の
推
進
に
関
す
る
も
の
マ

場
所
に
は
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー

を
は
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
掲
示
場
を
壊
し
た

り
、
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
す
る

と
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

応
募
方
法
郵
便
は
が
き
に
標
語

(
1
人
何
点
で
も
可
)
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
を
明
記
し
、
上

田
市
選
挙
管
理
委
員
会

(=
1
3
8

6
I
8
6
0
1
上
田
市
大
手

1

日
l
M
)
へ
郵
送
で
マ
応
募
期

限

日

月

5
日

働

マ

そ

の

他

①
入
選
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈

②
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
明

る
い
選
挙
推
進
の
た
め
積
極
的
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

11.10. 1 [5 ] 



刊・

戸
籍
事
務
の
コ
ン
ビ

ュ
ー
タ
化

ω月
刊
日
ス
タ
ー
ト
ノ
.

本
一

一

長

野

県

上

田

市

大

手

一

丁

目

千

百

拾

六

番

地

壱

籍

一平
成
四
年
壱
月
拾
日
編
製

巨三

野

義

太

郎

用

一

岡
同
四
防
医
い
同
国
防
障
旧
比
回
同
問
同
陸
岡
阿
国
陣
匝
旧
院
隔
同
仏
陣
父
一
甲
野
幸
雄
一
長

平
成
四
年
壱
月
拾
日
乙
野
梅
子
と
婚
姻
届
出
上
田
市
大
手
一
丁
目
千
百
拾
六
番
地
オ
1
7
I
l
l
i
-
-ー」

甲
町
駅
配
同
駅
州
引
川
和

i
l
l
-
J
岡
「
|
|
同
同
局

一夫一

義

太

郎

蛸
一
回
開
四
拾
年
六
月
弐
拾
壱
日

現在の戸籍

昭
和
四
拾
壱
年
壱
月
八
日
京
都
市
上
京
区
で
出
生
同
月
拾
日
父
届
出
入
籍

伊
崎
同
陣
障
同
陣
旧
何
回
陽
太
郎
と
婚
姻
届
出
京
都
市
上
京
区
小
山
初
音
町
拾
八

番
地
乙
野
忠
治
一戸
籍
か
ら
入
籍

平
成
七
年
拾
壱
月
弐
日
上
田
市
で
出
生
同
月
拾
日
父
届
出
入
籍

こ
の
謄
本
は
、
戸
籍
の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を
認
証
す
る
。

平
成
拾
壱
年
九
月
九
日

長
野
県
上
田
市
長

平

尾

j |父 |生出| 委 |母父

一 一 -1.由 l思 ー
申 1:I 乙. 1四 一

野 |拾 Ig茅

梅義 I!I 梅 |春忠

子引量 Ir治
」ー」一一」月 1-ーよ一一
男長 |八 T 女長

日

太

良E

啓

制
」
同

七

年

拾

壱

月

弐

日

一

回

哲

空ー

(1の 1)I全部事項証明

本 籍 長野県上田市大手一丁目 11 1 6番地 l

氏 名 甲野 義太郎

戸籍事戸項籍改製
【改製日1平成 1[年年 [ 0月[6日
I改製事由】平成6 法務省令第 5[号附則第2条第[:嘆による改製

戸籍に記録されている者
I名1 義太郎

【【[[母生続父年】柄】月1甲甲野野長日】幸松男昭雄子和 40年6月2 [ 日
I配偶者区分】夫

身分事出項 生
【出生日1昭和40年 6月2[日

【出生出出地】】 昭長野県上O年田市
I届日 和40"1'6月25日
届 人1父

婚 姻 I婚従配姻偶前日】氏平成4年野 1月 [ 0日

II 者戸籍1名1長野乙県梅上子田市大手一丁目[[ [ 6番地 甲野幸雄

戸籍に記録されている者
I名 】梅子

【生母続父年l1柄月日1忠春昭子治和 41年 l月B 日
【配偶者区分}妻

I 乙野
【 乙野
[ ~IWl l 長女

身分事出項 生
【出生日】 昭和都4[:都年年市l1上月8日
【出地 府京 京区
I届届生出日11】京昭和4[ 月 [ 0日

I出人父

婚 姻 【婚姻日]平成4年野 l太都月 [ 0日

【【配従偶前者戸籍氏名】】京都甲府義京 郎市上京区小山初音町[8番地 乙野忠治

以下余白

市では、戸籍事務のコンビュータ化に向けて戸

籍の改製作業を進めてきま したが、その作業が終

了し、今月18日か ら稼働するこ とになりました。

これからは、コンビュータで処理するため戸籍

の記載が早くなり、届け出から証明書の発行まで

の時間が短縮されます。

また、戸籍謄本などの名称・書式が次のように

変わります。

t>問い合わせ

改正後の戸籍

[6 ] 

市民課(固⑫5334)

変更項目 これまでの証明 これからの証明

様式
84判(謄本)

A4判縦長
85判(抄本)

戸籍謄本 全部事項証明書

名称
戸籍抄本 個人事項証明書

除籍謄本・抄本
変更はありません
(除籍謄本・抄本)

書式 文書体(縦書き) 項目別横書き

証明書
白紙 偽造防止用紙

の用紙

公印 朱肉印
黒色の公印
(電子印)

11.10. 1 

-戸籍証明の新旧比較表

両
巴

発行番号 00000001 

これは，戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。

平尾長野県上田市長

平成[ [年[0月[8日



定期監査の結果
地
方
自
治
法
第
1
9
9
条
第
4
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
刊
年
度
定
期
監
査
を
下
記
の
と
お
り
執
行
し
、
同
条

第
9
項
の
規
定
に
よ
り
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
を
決

定
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

上
田
市
監
査
委
員

同

藤石

信俊

原井

一夫

言己

監
査
実
施
期
間

平
成
什
年
5
月
6
日
か
ら
平
成
什
年
9
月
お
日
ま
で

監
査
の
範
囲

平
成
叩
年
度
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
事
務
処
理
の

状
況
、
契
約
、
事
務
及
び
事
業
の
執
行
状
況
等

3

監
査
の
対
象

政
策
推
進
部
・
:
企
画
課
、
情
報
推
進
課
(
塩
固
有
線
放
送

所
)
、
秘
書
課
、
総
務
課

総
合
調
整
・
・
・
用
地
調
整

支
所
:
豊
殿
支
所
、
塩
田
支
所
、
川
西
支
所

財
政
部
・
:
財
政
課
、
管
財
課
、
税
務
課
、
収
税
課

市
民
生
活
部
:
・
市
民
課
、
人
権
同
和
対
策
課
、
中
央
解
放

会
館
、
城
南
解
放
会
館
、
塩
田
解
放
会
館
、
生
活
環

境
課
(
家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
)
、
環
境
業
務
課

健
康
福
祉
部
:
・健
康
推
進
課
(
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
夕
、

相
染
閣
)
、
川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険

課
、
福
祉
課
(
母
子
寮
)
、
点
字
図
書
館
、
報
思
寮
、

乳
児
院
、
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
(
塩
田
、
川
西
各
事

業
所
)
、
保
育
課
(
各
保
育
園
)
、
国
保
年
金
課
、
産

院

商
工
観
光
部
・
:
商
工
課
(
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
民

プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
)
、
観
光
課

農
政
部
・
:
農
林
課
(
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
)
、
土
地
改
良
課

都
市
整
備
部
:
・
都
市
計
画
課
、
市
街
地
整
備
課
、
公
園
緑

地
課
、
景
観
建
築
課

建
設
部
:
・
管
理
課
、
土
木
課
、
交
通
対
策
課

消
防
部
:
・
総
務
課
、
予
防
課
、
警
防
第

一
課
、
警
防
第
二

課
、
警
防
第
三
課
、

警
防
第
四
課

水
道
周
:
・
計
画
管
理
課
、
下
水
道
課
(
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
)
、

上
水
道
課
、
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

2 

会
計
課

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会
:
・
庶
務
課
、
学
校
教
育
課
(
各
小
中
学
校
)
、

第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
課
、
中
央
公
民
館
(
神
川
地
区
公
民
館
)
、

西
部
公
民
館
(
塩
尻
地
区
公
民
館
)、

城
南
公
民
館
、

上
野
が
丘
公
民
館
、
塩
田
公
民
館
、
川
西
公
民
館
、

文
化
課
、
市
民
会
館
、
文
化
会
館
、
図
書
館
、
博
物

館
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
、
山
本
鼎
記
念
館
、
市
誌

編
さ
ん
室
、
体
育
課
、
体
育
セ
ン
タ
ー

(
自
然
運
動

公
園
管
理
事
務
所
)

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

公
平
委
員
会

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

(
建
設
工
事
現
場
監
査
)

健
康
福
祉
部
・
:
浦
里
・
白
銀
統
合
保
育
園
建
設
事
業

都
市
整
備
部
・
・
・
常
田
新
橋
架
橋
事
業

農
政
部
・
:
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
(
林
道
硯
沢
線
)

商
工
観
光
部
・
・
・
蔵
と
水
辺
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
リ
事
業

(
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
)

建
設
部
:
・
市
道
新
設
改
良
事
業
(
川
辺
町
国
分
線
)

水
道
局
:
・
農
業
集
落
排
水
施
設
建
設
事
業
(
豊
殿
南
部
処

理
場
)

教
育
委
員
会
・
:
第
一
中
学
校
移
転
改
築
事
業

4

監
査
の
結
果

平
成
叩
年
度
上
田
市

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
の
歳
入
歳
出
及
び
同
附
属
書
類
の
監
査
に
当
た
っ
て
は
、

財
務
に
関
す
る
事
務
並
び
に
事
業
の
執
行
が
法
令
等
に
適

合
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
、
地
方
自
治
法

第
2
条
第
叩
項
、
同
条
第
叫
項
及
び
地
方
公
営
企
業
法
第

3
条
の
規
定
並
び
に
議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て

な
さ
れ
て
い
た
か
等
に
留
意
を
し
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
証

書
類
を
照
合
す
る
と
と
も
に
関
係
資
料
の
提
出
を
求
め
、

関
係
者
の
説
明
を
聴
取
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
予
算
の
執
行
及
び
財
産
の
管
理
並
び
に
行

財
政
運
営
全
般
の
執
行
に
つ
い
て
は
逐
年
改
善
の
あ
と
が

認
め
ら
れ
お
お
む
ね
適
正
で
あ
り
、
所
期
の
成
果
を
収
め

た
も
の
と
思
料
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
予
算
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
市
税

は
じ
め
各
種
徴
収
金
の
収
入
未
済
額
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
今
後
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
を
考
え
る
と
、
収

入
未
済
額
の
増
加
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
納

税
等
の
公
平
性
確
保
及
び
自
主
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

更
な
る
滞
納
整
理
者
の
増
員
を
図
り
そ
の
完
全
確
保
に
向

け
い
っ
そ
う
努
力
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

歳
出
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

監
査
調
書
に
基
づ
き
食
糧
費
の
執
行
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
支
出
額
は
大
幅
に
減
少
し
た
ほ
か
、「
予
算
執

行
上
の
基
準
」
に
添
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
リ
、
特
に
問
題

点
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
他
の
歳
出
予
算

の
執
行
に
つ
い
て
も
、
各
部
課
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
改
善

が
図
ら
れ
て
き
て
お
リ
問
題
点
は
あ
リ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
と
も
納
税
者
の
負
託
に
こ
た
え
得
る
よ
う
、
な
お
い
っ

そ
う
経
費
の
節
減
に
つ
い
て
格
段
の
配
意
を
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
常
に
善
良
な
管
理
に
意
を

用
い
、
遺
憾
の
な
い
よ
う
格
別
の
配
意
が
望
ま
れ
ま
す
。

少
子
化
、
高
齢
化
、
国
際
化
の
時
代
を
迎
え
、
財
政
は

硬
直
化
傾
向
に
あ
り
、
加
え
て
平
成
竹
年
度
の
日
本
経
済

は
3
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
も
い
わ
れ
、
行
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
限

ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
来
た
る
べ
き
地
方
分
権
の
推
進

や
介
護
保
険
制
度
の
導
入
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
住
民

一
一|
ズ
の
多
様
化
に
対
し
、
迅
速
か
つ
適
時
的
確
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
事
務

(
業
務
)
の
複
数
担

当
制
の
導
入
に
よ
る
互
換
性
向
上
と
、
繁
忙
対
策
と
し
て

各
課
、
係
閣
の
弾
力
的
な
人
事
交
流
に
よ
る
人
員
の
効
率

ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
事
務
処
理
体
制
の
確
立
が
急
務
で
あ

り
ま
す
。
加
え
て
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
、
合
理

化
、
委
託
化
等
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
第
三
次
上
田
市

総
合
計
画
の
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底

等
に
よ
る
適
正
な
定
員
管
理
」
を
行
い
、
そ
の
適
正
配
置

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
財
政
の
弾
力
化
を
損
な
わ
な
い
よ
う
引
き
続
き
、

自
主
財
源
の
確
保
を
積
極
的
に
図
る
ほ
か
、
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
効
果
的
な
財
源
の
確
保
に
留
意
し
な
が
ら

健
全
財
政
を
維
持
し
、
市
民
福
祉
の
よ
り
充
実
と
活
力
あ

る
都
市
実
現
の
た
め
、
い
っ
そ
う
そ
の
成
果
を
発
揮
さ
れ

る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
す
。

暮女主
らと
せ男宣
るが
社い
会き
をい

き
と

企
画
課
(
固
⑧
5
1
1
2
)

【
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
知
っ

て
お
き
た
い
用
語
そ
の
1
】

-

『
ジ
ェ
ン
ダ

i
』

つ
て
な
に
?

「
女
(
男
)
と
は
こ
う
い
う
も

の
だ
」
と
い
う
通
念
を
基

に
し
た

男
女
の
区
別
の
こ
と
で
す
。

「
女

は
家

事

・

育
児

、

や

さ

し

い
」

「
男
は
仕
事

、

責
任
感
が
あ
る
」

と
い
っ
た
見
方
、

髪
型
、
言
葉
遣

い
、
進
路
選
択
な
ど
は
、
男
女
各
々

の
特
性
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
男
女
の
生
物
学

的
な
性
差
は
限
ら
れ
て
お
り
、

多

様
性
や
可
能
性
を
制
約
す
る
『
ジ
ェ

ン
ダ

l
』
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

圃

『
性
別
役
割
分
担
』
っ
て
?

「
女
は
(
出
産
す
る
の
で
)
育

児
や
家

事
を
す
る
。
老
親
介
護
も

女
の
役
割
。
男
は
(
能
力
も
あ
り

責
任
感
も
強
い
か
ら
)

外
で
仕
事

を
し
、

一
家
の
大
黒
柱
で
も
あ
る
」

と
い
っ
た
よ
う
に
性
別
で
役
割
を

分
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
出
産

は
別
と
し
て
、

家
事
・
育
児
、
能

力
、
責
任
感
は
性
別
で
は
な
く
個

人
の
資
質
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
?

私
た
ち
の
周
り
の
、
お
か
し
な

「
思
い
込
み
」
、
へ
ん
な
「
し

き
た
り
」

11.10. 1 [7 ] 



市役所代表電話
回22・4100
困25・4100

a 

[8 ] 

『
当
館
所
蔵
貴
重
資
料
紹
介
展
』
と

『
図
書
館
ま
つ
り
』
(
入
場
無
料
)

叩

月

時

日

働

5
同
仔
日
幅
上
田
市
立
図
書
館
(
固
⑫
0
8
8
0
)

・

貴

重

資

料

の

展

示

塚

本

学

さ

ん

マ
と
き
期
間
中
(
午
前
9
時
1
午
・
お
と
な
の
た
め
の
お
は
な
し
会

後
5
時
)
マ
テ
l
マ
上
田
に
見
る
マ
と
き
日
月
口
日
目
午
前
日
時
1

元
禄
時
代
マ
展
示
内
容
①
文
学
・
日
時

ω分
マ
内
容
昔
話
や
創
作
物

芸
術
に
お
け
る
元
禄
時
代
②
御
当
代
語
を
語
り
ま
す
マ
語
り
手
お
は
な

記
③
忠
臣
蔵
・
赤
穂
浪
士
④
元
禄
し
ざ
し
き
わ
ら
し
の
会
(
上
田
市
)
会
員

時

代

の

上

田

な

ど

・

本

の

リ

サ

イ

ク

ル

市

(

上

田

地

区

p

圃
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
操
作
講
習
会
(
受

T
A
母
親
文
庫
共
催
)

講

料

無

料

)

マ

と

き

日

月

日

日

目

午

前

日

時

(

)

マ
と
き
日
月
日
日
制
1
同
日
日
働
午
午
後
4
時
マ
そ
の
他
ご
家
庭
で
不

前
9
時
i
午
後
1
時

(
1
回
初
分
以
内
)
用
に
な
っ
た
本
は
、
当
日
午
前
中
に
図

・

文

化

講

演

会

書

館

へ

お

持

ち

く

だ

さ

い

マ
と
き
叩
月
日
日
出
午
後
2
時
1

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

3
時
初
分
マ
演
題
『
御
当
代
記
』
と
マ
と
き
印
月
口
日
目
午
後
1
時

ω

そ
の
時
代
(
『
御
当
代
記
』
は
花
月
文
庫
分
i

V
出
演
者
伊
藤
理
恵
さ
ん

の
中
の
一
資
料
で
、
全
国
で
も
当
館
に
マ
演
題
「
あ
い
う
え
王
」
、
「
カ
レ
ー

し
か
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
)
マ
講
ラ
イ
ス
」
ほ
か

師
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
挙
長
引
授
・

11.10. 1 

-
z 
『町。
調

宮
、
F
4-。
z 
4 
c 
間。
3惨も

劇
場
、
上
田
市
民
会
館
、
上
田
市

文
化
会
館
(
中
央
公
民
館
)
、
文
化

課

マ

自

由

席

の

み

取

り

扱

い

各

公
民
館
(
西
部
・
城
南
・
上
野
が
丘
・

塩
田
・
川
西
)
、
市
立
博
物
館
、
信

濃
国
分
寺
資
料
館
、
市
立
図
書
館

催し

• 
部門 資格 規 格

絵画・
中学生

B4~A2 半Ij以内とし、ポスターの

場の合文は f9月10日。全国画下材水は道自促由進デー」ポスター
字を入れる

400学学字生生詰日一め原稿用60紙0000(字字縦書き)に自筆で。作文
中学生

小 .600~1 
中 1600~2

書道 小学生 半課水紙道題の縦促低32進学7」年c。m学「×げ校横す名24い・3ど学cmう年)を」、・縦氏高長名学てを"年使記用「下入。

世~て雪口五Eコ 制限なし 名官製・年は齢がき・職1業枚に・電1話点番。号住を所明・記氏

※応募υ11月22日(月)までに計画管理課ヘ。応募作品は返却されません。

※発表…平成12年3月1日予定(入選者には主催者から直接連絡します)。

-下水道いろいろコンクール【閥日本下水道協会主催】

干
曲
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
鳴
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

生
活
環
境
課
(
固
⑮
5
1
2
0
)

豊
か
な
環
境
づ
く
り
上
小
地
域
会
議

(
地
方
事
務
所
総
務
課
内
・
固
⑧
7
1
1
3
)

マ
と
き
叩
月
お
目
的
午
前

9
時

1
m
時
(
小
雨
決
行
)
マ
と
こ
ろ

小
牧
橋
下
上
堀
グ
ラ
ウ
ン
ド
周

辺

マ

内

容

清

掃

活

動

マ

そ

の

他
全
員
に
参
加
賞
が
出
ま
す

千
曲
川
温
泉
王
国
設
立
3
周
年

川
崎
錦
町
道
開
業

2
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

観
光
課
(
固
⑫
5
4
0
8
)

マ

と

き

日

月

9
日
出
午
前

9
時

幼
分
j
午
後

4
時

マ

と

こ

ろ

上

田
駅
お
城
口
広
場
、
南
北
自
由
通
路

マ

内

容

①

時

速

2
1
0
凶
で
上

田
駅
ホ

i
ム
を
通
過
す
る
新
幹
線
の

見
学

(
4
回
予
定
。
当
日
受
け
付
け
。

料
金
無
料
)
②
近
隣
市
町
村
に
よ

る
物
産
・
観
光

P
R
コ
ー
ナ
ー
、
列

車
忘
れ
物
販
売
コ

ー
ナ
ー
な
ど

下水道促進いろいろコンクール
計画管理課(固⑮ 82 4 3)、下水道課(固⑮ 51 2 8) 

9月10日の全国 『下水道促進デ-Jlにあわせ、 日本

下水道協会では『いろいろコンクール』の作品を募集

しています。

下水道は私たちの衛生的で・快適な暮らしを支える大

切な公共施設。 市の公共下水道普及率は35.4%になっ

ています。 下水道本管埋設工事中は、長期間にわたり

通行止めや片側通行となり こ迷惑をおかけしますが、

下水道整備促進のため、こ理解ご協力をお願いします。

『下水道人、水、大地のサボーター』

庖い 10あ自 5民 6
月 り 由 O会 時 マ

ジ琴 1ま席。館 30と
ヤ光日す(円 分き
ス堂(命)団.マ 1
コ楽 体自入 来
上器ママ割由場マ年
田馬車車引席料と l
lト--ユ r-1 ー H

q 平すす 302指 22
上安 券 発 人 5定 日
田堂 取= 以 O席 上 体 )
子上り日占品:田午
ど田扱 がr;3市後

ら
く
会
」
ほ
か
)
②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
・
:
創
作
ダ
ン
ス
(
上
田
染
谷
丘
高

校
舞
踊
班
)
③
講
演
:
・
日
本
経
済

新
聞
社
編
集
委
員
・
鹿
嶋
敬
さ
ん

④
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
・
育
児

教
室
⑤
そ
の
他
:
・
展
示
・
即
売
コ
ー

ナ
ー
、

お

茶

席

マ

入

場

無

料

マ
主
催
長
野
県
女
性
問
題
県
民
会

議
、
上
田
市

・
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
参
加
者

募
集
/
(
定
員
加
名
)

女
と
男
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
W
の
中
で
開
催
。
参
加
は
無
料
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
と
き
午
前
日
時

i
正
午

と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
マ

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま
た

は
手
ぬ
ぐ
い
マ
申
し
込
み
企
画

課
女
性
政
策
担
当
へ

上
田
市
文
化
自
主
事
業

『
森
は
生
き
て
い
る
」

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

『
在
住
外
国
人
は
、
い
ま
・
:
』

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

マ
と
き
叩
月
お
日
出
午
後

2
時

1
3
時

初

分

マ

と

こ

ろ

市

民

プ

ラ
ザ
・
ゅ
う
マ
講
師
北
信
外
国

人
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
・

松

村

隆

さ

ん

マ

申

し

込

み

中

央

公
民
館
へ
。
当
日
参
加
も
可
マ
入

場

無

料

文
化
課
(
固
⑮
5
1
0
2
)

女
と
男
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
羽
開
催
/

企
画
課
(
固
⑫
5
1
1
2
)

マ
と
き
日
月
初
日
出
午
前

9
時

j
午
後

3
時

加

分

マ

と

こ

ろ

上

田
市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う

マ
内
容
①
自
主
企
画
・
:
寸
劇

(
上
田
市
保
健
補
導
員

O

B
「
ら
く

マ



真田サミヲト'99
とき/10月23日(土)・ 24日(日)
ところ/上田城跡公園一帯 う

上田城を築城した真田氏は、上田城での寵城戦や、幸村の大坂の

障での活躍でよく知られています。真田氏にゆかりのある全国の市

町村が一堂に集い、交流を深め、まちづくりに生かしてし¥くために

『真田サミット』を開催します。

・城下町探訪スタンプウォーキンク.[体育課(固⑫ 5105)J

戦国の世をたくましく生きた真田氏の歴史を無言で伝える市内の

史跡・お寺などを訪ね、城下町上田を再認識しませんか。大人から

子どもまでどなたでも参加できます。

bとき 10月23日出午前 9時教育委員会スター卜、ゴール予定は

正午ころ じ>開催場所上田城跡公園とその周辺じ>参加料 100 

円(保険料) じ〉申し込み 所定の申し込み用紙に必要事項を記入

し、参加料を添えて10月19日(刈までに体育課ヘ じ>定員 200名

(先着順) じ〉その他 参加者には参加賞、ウォーキング終了後に

開催の iOxクイズ」の正解者には賞品を差し上げます0

・第一部・真田サミット(一般公開) [企画課(固⑫ 51 12)J 

真田氏ゆかりの市町村長等が、真田を生かしたまちづくりの事例

を発表します。

マとき 10月24日(日)午前10時~正午マところ 市民会館会議室

・第二部 ・真田サミット(一般公開) [観光課(固⑮ 54 0 8)J 

スライドにより参加市町村を軍談調で紹介、代表者へのインタビ.ユー

のほか、特別記念講演を行います。

bとき 10月24日(日)正午~午後 4時 bところ 市民会館大ホー

ル じ〉特別記念講演 ~(仮称)真田一族とその守護霊Jl(講師・・・丹波

哲郎さん) じ〉アトラクショ ン 房山獅子、常田獅子、真田陣太鼓等

・真田幸村展[市立博物館(固⑫ 12 7 4)J 

真田幸村関係の各種資料を一堂に集めて紹介します。

bとき 10月3日(日)"，-，11月7日(日)[>ところ 市立博物館(上田

城跡公園内) [>入場料一般250円、高校以上の学生180円、小中

学生60円(ただし、 10月23日目、 24日(日)は入場無料)

・忍術資料展[池波正太郎真田太平記館(固⑧ 7100)J

上田城を築いた真田氏は、戦乱の世にあって情報の収集・伝達や

敵方撹乱などの目的で優れた忍者を使ったといわれています。忍術

の歴史的・技術的資料を展示し、真田氏の外交と戦略を陰で支えた

忍者の活躍をしのびます。

bとき 10月21日(木:)"'-'同31日(日)[>ところ 池波正太郎真田太平

記館 b入場料 一般300円、高校以上の学生200円、小中学生100

円(ただし、 10月23日(土)、24日(日)は入場無料)

園真田サミット参加市町村による観光物産震(ウエダ・ピァ・99と

同時開催)

ln あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

huu
，一号、，、
-
E
目
p
、

O
H
H
U

Z
E民

h
e『
一戸一
戸F

J

固ま河一、言一こ

E

市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
市
長
と
懇

談
し
、
市
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
市
政
運
営
の
参
考

に
す
る
た
め
、
『
市
長
と
語
る
日
』

を
行
い
ま
す
。
懇
談
時
間
は
初
分
以

内
。
希
望
者
は
あ
ら
か
じ
め
訪
問
時

間
と
懇
談
の
内
容
を
秘
書
課
(
固
⑫

3
4
3
5
)
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
叩
月
幻
日
附
午
前
9
時

j
正
午
マ
と
こ
ろ
市
長
室

うえだ

地
域
学
講
座

『
わ
が
ま
ち
上
回
』
開
催

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

マ
と
き
日
月
日
日
制
午
後
7
時

1
8
時

ω分
マ

と

こ

ろ

中

央

公

民
館
マ
内
容
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と

(
環
境
基
本
条
例
と
私
た
ち
の

暮
ら
し
)

マ

講

師

・

発

表

者

ご

み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
栗
田
た
か

子
さ
ん
、

生
活
環
境
課
課
長
補
佐

マ
受
講
料
無
料
マ
申
し
込
み

中
央
公
民
館
へ

。
当
日
参
加
も
可

上
田
市
高
齢
者
文
化
祭

叩
月
お
日
働

s同
M
日
判
明
に
開
催

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
固
⑫
4
1
1
9
)

マ
と
き
日
月
幻
自
由
午
前
日
時

j
午
後
3
時
・

M
日
目
午
前

9
時

1

午
後
2
時

マ

と

こ

ろ

高

齢

者

福

祉
セ
ン
タ
ー
、
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
マ
内
容

①
催
し
も
の

コ
ー
ナ
ー
・
:
ス
テ
ー
ジ
発
表
(
大
正

琴
・
民
踊
・
詩
吟
・
ハ

ー
モ
ニ
カ
な

ど
)
、
大
会
や
交
流

(
茶
席
・
囲
碁
・

将
棋
・
ダ
ン
ス

・
卓
球
な
ど
)

②

展
示
品
・
:
文
化
系
(
書
道
・
写
真
・

ち
ぎ
り
絵
な
ど
)
、
手
芸
品
(
編
み

ひ
も

物
・
組
み
紐
・
押
し
絵
人
形
な
ど
)
、

工
芸
品
(
陶
芸
・
七
宝
焼
・
木
彫
な

ど
)

③

特

別
出
演
・:
三
好
町
保
育

園
児
に
よ
る
太
鼓
(
日
月
お
日
出
)
、

笑
い
の
ワ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
福
話
術

(日
月
M
日
間
)

③

即
売
コ
ー
ナ
ー
・
:

手
工
芸
品
・
お
や
き
・
介
護
用
品
・

野
菜
・
く
だ
も
の
・
生
活
用
品
な
ど

マ
そ
の
他

2
日
と
も
送
迎
パ
ス

が
出
ま
す
(
下
表
参
照
。
到
着
時
間

は
予
定
時
間
で
す
)

2 10川 塩 ・が ごいきか
時時西田 10巡無相てなわ『
) )公公月回料談おいかど
4正民民 19行でを困』らこ
時午館館日政応 O り な な の

'-.../、(j()相 見相のどい窓
上城・ 午 ( 談.談か、』日
野南同後 壬 所秘にた役『に
が 公 20 2 削開密はは所説行
丘民日時時設基行、の明け
公館側) ~日吉政お仕にば
民、r---.. 4正 之相 気事 納よ
館午午時午 手 談軽に得い
)後 前 Y。員に つでの

E君主回ヨ!;自主.~::t
県内の事業所で働く すべての労働者と、労働者を一人でも使用 しているすべての使用者に適用される長野県最低賃金が改正さ

れ10月 1日から適用されます。 マ日額 5084円 マ時間額 636円

9 :05 吉横楊三白田好銀山光止入町民ピZルE 口 9:08 
9・30

H 西方面i小古彊主吉泉雪甲町 99 1127 99 115 9 
上 10・00

駅発田 10:30 9・21 ~:7é eJ[; 9 :27 
11:00 9 :33 ':::'HIBJ 9 :37 

ンタ- 9 :45 

泉

11:30 

セン 塩 久下柳塩神セ之保沢田畑ン昌也支タ毘所描 9 :00 下石十保長組神人野池公東下民瞳 9:02 
よ 12:00 

9 :08 ;c]f$ 9 :15 

駅循環田

13:00 
タ 方面団 9:17 +̂ 9:25 口 13:30 

[14:10J 

ι岩1豊殿方面 農川神下岩セ協l科原蝿門ン量小柳販タ学ー桂商 9999 4230775 0 金伊宮林大井勢前立宮橋郷社山 999 3309 2 2 
セ

11:20 

ン 11:50 
9 :07 f~~LlJ 9 :10 12:50 
9 :15 "gM 9 :17 タ 13:20 
9 : 19 f*;~:'JJlß 9 :28 14・159 :33 1¥:"gii 9 :43 発 [15:10J 9 :50 

※[ ]は10月23日のみ。

-送迎パス時刻表
(一日菌室前一

-長野労働基準局賃金課 (026-234-5121)

『
行
政
相
談
週
間
』
で

巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

日
月
ロ
日
間

i
同
お
日
出
は
「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
中
、

「
巡
回
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。

11.10. 1 [9 ] 



(主催者の都合により変更する場合があります)

上田市文化会館 固@0760

月日 催し 開演時間 入場 問い合わせ

10/10 市制施行80周年記念 市記制念施行80周年
9:30 無料 事業事務局

(日) 上田市民歌謡大会
(圃⑮5112)

10/16 チャリティー福祉
社会福祉

9:30 無料 協議会
出 カラオケ大会

扇配(意E4BE面事Z申F業25事10雨12轄25)量)間i 10/27 
柿l施行問周年i捻事業経友会文化講演会

『小説を書く時間』 14:00 無料Tl<) 
(講師・・林真理子さん)

11/3 
市制施行80周年記念業 加舎白雄

加舎白雄209回忌 12:00 無料 顕彰保存会
tJ<) 

全国俳句大会 (固⑮4658)

-材木町1・2・3
事故や災害に備え日赤救急法講習会ヘ

福祉課(固⑫ 51 3 0) 

bとき 11月13日(却 ・14日旧)・ 20日仕)・ 21日(日)の 4日問、午前 9

時~午後4時 bところ 上田市福祉会館 b定員先着30名 b 
受講資格満15歳以上のかた じ>参加料 1200円(初日にお持ちく

ださしゅ じ〉講習内容救急法概論・心肺蘇生法・止血法・包帯法・

骨折等の手当て・運搬法など。 マ服装・持ち物 実技のできる服装、

筆記用具、昼食じ〉その他全日程修了者には「受講証」を、また、

最終日の検定合格者には「救急法救急員認定証」を差し上げます。

[>申し込み電話で11月5日(金)までに福祉課へ [>主催 日本赤

十字社長野県支部

募集『
秋
の
室
賀
温
泉
』
を
描
こ
う
よ
/

親
子
写
生
大
会
参
加
者
募
集

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
(
固
⑪
1
1
2
6
)

マ
と
き
叩
月
日
日
側
午
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9
時

j
午
後
1
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(
雨
天
中
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)
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9
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泉
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マ

持

ち
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一
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(
絵
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、
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、
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画
用
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は
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マ
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他
小
学
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下
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参
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は
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館
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無
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作
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は
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念
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作
品
は
後
日
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内
ギ
ャ
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リ
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に
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示
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で
す

0

・
そ
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「
さ
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1
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そ
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と
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手
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。
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研
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会
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参
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い
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課
(
固
⑫
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1
2
4
)
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前
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車
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0

0
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課
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先

着
別
名

登
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記
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帽
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体
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課
(
固
⑫
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1
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5
)

マ
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日
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日
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前

8
時
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時

ご
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森
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駐

車

場

マ

日

程

市

民

の
森
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パ
ス
)
j
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徒

歩

)
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烏
帽
子
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民
の
森
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総

距
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約
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]

マ

定

員

先

着

印

名
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象
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学
4
年
生
以
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マ

参

加

料

1

0
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円

マ

持

ち

物

昼
食
、
雨
具
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寒
具
マ
申
し

込
み
体
育
課
へ

身
体
障
害
者
対
象

県
職
員
の
採
用
選
考

固
0 
2 
6 

2 
3 
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|県。
1庁
1人
4 事
↓課

マ
採
用

事
務

l
名

マ

受

験

資

格

昭
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幼

年

4
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日
j
昭
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町
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日
生
ま
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身
体
障
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者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
か
っ
、
そ
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障
害
程
度
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1
級
j
4
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の
人

マ

考

査

日

日

月

げ

日

側

マ

受

け

付
け
日
月
ロ
日
嗣
w
j
同
却
日
働

交
流
会
『
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
』

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
(
固
⑮
5
5
2
2
)

マ
と
き
日
月
別
日
術
午
後
1
時

集
合

マ

と

こ

ろ

上

田

プ

ラ

ザ

ボ

ウ

ル

マ

定

員

上

小

地

域

在

住

の

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
(困
⑧
1
0
0
0
)

各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
ヘ
グ

-
だ
れ
で
も
簡
単
!
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
入
門
(
料
金
1
5
0
0
円
)

マ
と
き
叩
月
刊
日
制
午
後
1
時

初
分
1
3
時
初
分
マ
定
員
初
級

者
同
名

-
芸
術
祭
「
》
3
0『
》

E
Cヨコ.∞∞」

(
叩
月
刊
日
明
)

-
秋
の
写
生
大
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き
午
前
日
時
j
午
後
4
時

マ
持
ち
物
画
材
用
具

(画
用
紙

は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
)

-
め
ざ
せ
C
G
ア
ー
チ
ス
ト
!
3
次

元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
講

座
(
受
講
料
3
0
0
0
円
)

マ
と
き
午
後
1
時
初
分
j
4
時

マ
定
員
パ
ソ
コ
ン
経
験
者
時
名

.
秋
の
写
真
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き
午
前
日
時
1
午
後
4
時

マ
展
示
作
品
の
募
集

一
人
5
点
。

展
示
希
望
者
は
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U

①
身
体
障
害
者
(
車
い
す
使
用
の

か
た
も
可
)
先
着
別

名

②

一
般
の

か
た
先
着
目

名

マ

参

加

費

5

0

0
円『

青
年
海
外
協
力
隊
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
?

国
際
協
力
事
業
団
駒
ヶ
根
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所

(固
0
2
6
5
1
8
2
1
6
1
5
1
)

マ
募
集
期
間
印
月
日
日
幽
j
u

月

初

日

出

マ

募

集

説

明

会

日

月

お
日

ω午
後

6
時
初
分
か
ら
中
央
公

民
館
に
て

宅月売 1面ン宅
3 ごり 1積専(マ 1

戸ろ分 3 ・用自募 |白
も 譲 3価宅自集 1'0亘
先マ住万格地室戸 I ~ 葺
着そ宅 1 分豆数 I ~ 県
順の入 O平 譲 刀 I ~住
で他居 O 均 2ð 建 I ~ 宝
受予 O約区 9:s I ~答
け建定円 84凹 百 兄 |lA
付て ・/、り I!荘
け売来マ 8 マ I 分 I ~ 分
中り年建坪土 タ 譲 I~譲

住 12て・地 l住 !と〆課

，~"J重蓮司;~司::FAtal由 f.j~il;.r ~ 3"'~司

・無料開放マとき 10月11日(月)午前10時 ~午後 4時30分
.休館 10月13日附から同29日幽まで、機器の点検整備、 館内補修・ 清掃のため休館 しますのでご了承 くださ V .。

E
D
A
へ
連
絡
を

0

・
音
楽
演
奏
会
(
入
場
無
料
)

マ
と
き
午
後
1
時
j
4
時
マ

内
容
テ
ク
ノ
D

J
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス

-
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
日
本
語
入
力

入
門
講
座
(
料
金
1
5
0
0
円
)

マ
と
き
日
月
別
日
関
午
後
1
時

加
分
j
3
時
初
分
マ
定
員
初
級

者
同
名

-
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会

ア
ニ
メ
の
歴
史

i
セ
ル
画
か
ら
C
G

ヘi
第
3
回
「
た
む
ら
し
げ
る
の
世

界
」
(
入
場
無
料
。
定
員
2
0
0
名
)

マ
と
き
叩
月
M
日
制
午
後
1
時

mw
分
j
・
3
時
(
)
マ
内
容
独
特

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世
界
を
C
G

で
表
現
し
た
代
表
3
作
品
の
上
映

浦
野
南
団
地

入
居
者
募
集
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-ァクアプラザ上田(固⑮26 2 6) 



ふるさとつ.くり・まちづくり、
あなたの土地の活用で

用地調整(固③ 82 4 5) 

10月は「土地月間」、 10月 1日は「土地の日」。
期間中、不動産等の無料相談会などを開催します。

マ土地についての基本的な考え ①土地については
公共の福祉が優先します。 ②土地は適正に、計画
に従って利用されなければなりません。 ③土地を

投機的な取り引きの対象にしてはなりません。 ④ 
土地の価値が道路・鉄道の整備や人口・産業の動向
などによって増加する場合は、それによる利益に応

じた適切な負担が求められます。

問雇し保
わ用て険労
ずすいの働
、るま総保

す事す称険
べ業 O でと
て は 労 、 は
適、働政労
用業者府災
事種をが保
業・一管険
と規人理と
な模で運雇
りをも営用

お知らせ働
く
あ
な
た
に
確
か
な
支
え

労
働
保
険

上
回
公
共
職
業
安
定
所
(
圃
⑮
8
6
0
9
)

上
国
労
働
基
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監
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署
(
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⑮
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3
3
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)
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去 ま
す
。
加
入
・
手
続
き
が
済
ん
で
い

な
い
事
土
木
所
の
か
た
は
至
急
手
続
を
!

障
害
者
・
高
年
齢
者
の

雇
用
促
進
に
ご
協
力
を

上
田
公
共
職
業
安
定
所
(
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⑮
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6
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日
月

ω日
ま
で
「
雇
用
促
進
特
別

運
動
」
月
間
で
す
。

定
年
に
つ
い
て
、
高
年
齢
者
の
雇

用
の
安
定
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

昨
年
4
月
か
ら

ω歳
定
年
が
義
務
化

さ
れ

ω歳
を
下
回
る
定
年
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
(
既

に
定
年
を
定
め
て
い
る
場
合
も
同
様
)
。
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の
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期
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実
施
と
、
白
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制

度
に
つ
い
て
の
ご
検
討
を
併
せ
て
お

願
い
し
ま
す
。

中
小
企
業
者
対
象

融
資
・
経
営
改
善
輔
別
相
談
日

商
工
課
(
固
③
5
3
9
5
)

上
回
商
工
会
議
所
指
導
課
(固
⑫
4
5
0
0
)

金
融
や
経
営
改
善
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
、
専
門
家
が
相
談
に
当
た
り

ま
す
(
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
)
。

当
日
は
、
決
算
書
2
年
分
な
ど
の

関
係
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
日
月
初
日
側
、
日
月

M

日
側
、
ロ
月
1
日
側
(
な
ん
で
も
相

談
日
)
、
同

M
日
閃
(
年
末
資
金
特

別
相
談
日
。
融
資
相
談
の
み
)
、
来

年
1
月
初
日
側
、

2
月
幻
日
側
、

3

月
幻
日
関
午
前
日
時

i
午
後
4
時

マ
と
こ
ろ
上
田
商
工
会
議
所

市
中
小
企
業
制
度
融
資
要
綱

一
部
を
旬
月
1
日
か
ら
改
正

商
工
課
(
固
⑫
5
3
9
5
)

市
で
は
中
小
企
業
者
を
対
象
に
低

利
の
制
度
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
事
業
活
動
に
必
要
な

資
金
の
円
滑
な
供
給
確
保
の
た
め
、

不
況
対
策
資
金
の
設
備
資
金
の
新
設

(
限
度
額

2
0
0
0
万
円
。
借
入
期

間
9
年
以
内
)
や
公
害
防
止
資
金
の

限
度
額
の
引
き
上
げ
(
限
度
額

2
0

0
0
万
円
)
等
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

巡
回
宅
地
住
宅
相
談

開
催
し
ま
す長

野
県
宅
地
住
宅
相
談
所

(固
0
2
6
1
2
3
5
1
7
3
4
1
)

宅
地
住
宅
に
関
す
る
総
合
的
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

相
談
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

マ

と

き

日

月

6
日
側
午
前
日
時

j
午
後

4
時

マ

と

こ

ろ

市

役

所

本
庁
舎

5
階
第

3
委
員
会
室

国
民
年
金
保
険
料

6
か
月
前
納
が
お
得

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
(
困
1
3
6
5
、1
3
6
6
)

国
民
年
金
保
険
料
を
毎
月
納
付
し

て
い
る
皆
さ
ん
で
、
日
月
か
ら
来
年

3
月
ま
で
の
保
険
料

6
か
月
分
を
日

月
初
日
働
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く

と
、
前
納
制
度
が
適
用
さ
れ
、
保
険

料
が

8
8
0
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

6
か
月
前
納
を
さ
れ
る
か
た
は
、

後
期
6
か
月
前
納
用
納
付
書
を
使
用

し
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

η年
版
県
民
手
帳

予
約
受
け
付
け
開
始

情
報
推
進
課
(
固
⑮
8
2
4
1
)

長
野
県
の
情
報
が
満
載
の
県
民
手

帳
。
使
い
や
す
い
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ

で
す
。
定
価
4
0
0
円
。
お
届
け
は

日
月
下
旬
に
な
り
ま
す
。

マ
申
し
込
み
日
月
1
日
側
ま
で
に

情
報
推
進
課
電
算
統
計
係
へ

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

10月 4日(月)、創造館内電気設備の点検による停電のため、自動交

付機、公共施設案内・予約システムが休止となります。

・問い合わせ上田創造館(固⑫ 11 1 1) 

l上田創造館の自動交付機、 I 

公共施設案内・予約システム休止 I11.10. 1 -
EJ
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医療機関名(自治会名) 電 話 医療機関名(自治会名) 電話

葦沢内科医院(下吉田) 35-3330 城南医院(御所) 22-3481 

荒井医院(下紺屋町) 22-0474 杉山クリニック(新田) 26-8200 

い内科クリニック(野竹) 21-3737 諏訪形クリニック(諏訪形) 25-5556 

飯島医院(築地) 22-5011 豊田医院(下紺屋町) 22-1158 

池田クリニック(JII辺町) 22-5041 日新堂医院(馬場町) 22-0558 

上回生協診療所(上塩尻) 23-0199 橋本医院(舞田) 38-2033 

上田原クリニック(川辺町) 26-3511 半田循環器科内科医院(中之条) 28-0888 

神藤クリニック(長畠) 27-3331 堀こどもクリニック(中之条) 23-5566 

川西生協診療所(仁古田) 31-1411 松尾内科小児科医院(下常田) 22-1355 

川西病院(保野) 38-2811 三原内科医院(中之条) 27-6500 

かんがわクリニック(久保林) 34-5151 宮坂内科小児科医院(下常田) 22-0759 

小井土内科医院(下川原柳町) 27-6666 宮下内科小児科医院(上堀) 22-1233 

甲田内科小児科診療所(石神) 38-3065 村上医院(末広町) 22-3740 

こさとクリニック(染屋) 28-4111 室賀診療所(上室賀) 31-1070 

1]¥松内科宿環器科医院(上川原柳町) 27-2200 柳沢病院(北大手〉 22-0109 

五野医院(下小島) 38-0101 山極内科医院(別所) 38-7388 

斉藤外科医院(下青木) 35-0887 山越医院(国分) 26-5800 

ささき小児科医院(城北) 27-7700 山田内科医院(下之郷) 26-8181 

佐藤医院(五加) 38-2543 吉田こども医院(踏入) 24-1222 

佐藤間腸科内科医院(鷹匠町) 22-2342 和方内科(塩田新町) 38-2540 

塩田病院(中野) 38-2221 

-麻しん予防接種委託医療機関一覧表 (50音順)

ド
l 健康推進課(困問

-お年寄りの「痴ほう」についての相談会
ご家庭で痴ほう性老人の介護の方法等に悩んでいる

かた、お気軽にご相談ください。

bとき 10月27日体)午後 l時30分"-'4時30分仁〉人

数 3名まで [>相談担当 もの忘れ看護相談室「せ

せらぎ」代表・堀内静子さん い問い合わせ 中央デ

イサービスセンター(固⑫ 4126) [>テレホンガイ

ドうえだ関連情報 E⑫ 8 8 8 8コード、No.413・414

-基本健康診査と大腸検診受診のおすすめ
今年度の基本健康診査・大腸検診受診を申し込まれ

たかたには、受診票を郵送しました。もう、お受けに

なりましたか?

昨年度は受診者5964人のうち約 3分の lが高脂血症

であり、年々貧血や糖尿病も増えてきていますO

成人病は生活習慣病ともいわれ、知らないうちに発

病している場合があります。 1年に l回は健診を受け、

自分の生活を見直しましょう O

上田市内のかかりつけ病院・医院(長野病院を除く)

で受けられますO

じ〉対象 40歳以上の市民 [>料金 ①基本健康診査

(通常7455円) 41"-'69歳...1100円、今年度40歳、 70

歳以上になるかた…無料 ②大腸検診全員…400円

2月に申し込みをされなかったかたも受診できますO

病院・医院の窓口へお申し込みください(土曜日の午

後、日曜日、祭日は受けられません。また、 10月23日

出は検査センターが機械点検のため検査ができません

のでご注意くださしリ。なお、病院・医院で大腸検診

を受けたかたは、秋から始まる大腸集団検診は受けら

れませんo 1 年に l 回の検診をお願~，します。

・テレホンガイドうえだ関連情報 固⑫ 88 8 8コー

ド、No.520・521
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E旨定居宅介護支援事業者の追加指定について
県から次のように指定居宅介護支援事業者の指定が

ありました。

この事業者は、介護認定申請の提出代行やサービス

事業者との連絡調整をして介護サービス計画を作成す

ることができますO すでに広報などでお知らせした事

業者とあわせてご活用ください。

・指定居宅介護支援事業者 (8月31目指定分…上田市

を通常の事業の実施地域としている事業者)

-麻しん予防接種[後期](個別接種)

平成10年 5月 1日~平成10年10月31日

生まれのお子さん

指定居宅介護支援事業者名 所在地 電話番号

川西生協診療所
上田市大字仁古田

31-1411 
612番地 3

上回生協訪問看護 上田市大字上塩尻
23-0244 

ステーション 393番地 1

依田窪福祉会居宅介護 小県郡武石村大字
85-2218 

支援事業 下武石776番地 1

依田窪老人保健施設 小県郡長門町大字
68-0281 

いこい 古町3365番地5

平成10年 4月30日以前の生まれで未接種のお
子さん(ただし、 7歳6か月未満)

※①の対象者には、はがき (通知)を送付します。

じ〉実施期間 11月1日(月)，，-，同30日ω じ〉実施場所

右上表委託医療機関 じ>接種目数 1回 じ>持ち物

はがき(①の対象者のみ)、母子健康手帳(持参しな

いと受けられません)、体温計 b注意事項 ①事前

に医療機関に電話予約をしてからお出かけください。

②予診票は医療機関にあるものを使用してください。

③体温は接種の直前に測りますので、お手数でも体

温計をお持ちください。 ④生ワクチン(風しん、ポ

リオ、おたふくかぜ等)接種後は 4週間以上、不活化

ワクチン(三種混合等)接種後は 1週間以上経過して

から受けてください。 ⑤医療機関により休診日が異

なりますのでご注意くださし'0 [>テレホンガイドう

えだ関連情報固⑫ 88 8 8コードNo.501
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介護保険課(固⑫ 62 4 6) じ〉問い合わせ


